
 

2020年 5月 29日 

各   位 

会 社 名  世紀東急工業株式会社 

代 表 者 名  取締役社長 平   喜 一 

（コード番号 1 8 9 8   東証第１部） 

問 合 せ 先  財 務 部 長 川 野 隆 紀 
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（訂正・数値データ訂正）「2020年 3月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の一部訂正について 

 

 

 2020年 5月 11日に公表いたしました「2020年 3月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」について、一部

訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、数値データにも訂正があり

ましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

 

記 

１．訂正の理由 

記載内容の一部に誤りがあったことが判明したため、訂正するものであります。 

 

２．訂正箇所（訂正箇所には下線を付して表示しております。） 

 

サマリー情報１ページ 

１．2020年 3月期の連結業績（2019年 4月 1日～2020年 3月 31日） 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 

【訂正前】 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
2020年3月期 4,431 △3,878 △2,819 14,169 

2019年3月期 4,781 △1,777 △2,005 15,735 

 

【訂正後】 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
2020年3月期 4,461 △3,808 △2,919 14,169 

2019年3月期 4,781 △1,777 △2,005 15,735 

 



 

 

添付資料４ページ 

   １．経営成績等の概況 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

 

【訂正前】 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

当連結会計年度におきましては、税金等調整前当期純利益 73億 63百万円を計上したことに加え、

仕入債務や未成工事受入金の増加などにより、営業活動によるキャッシュ・フローは、44 億 31 百万

円の資金増加（前年同期は 47億 81百万円の資金増加）となりました。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

当連結会計年度におきましては、アスファルトプラントの設備更新や事業用不動産の取得などによ

り、投資活動によるキャッシュ・フローは 38億 78百万円の資金減少（前年同期は 17億 77百万円の

資金減少）となりました。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

当連結会計年度におきましては、期末配当金の支払に加え、借入金の一部返済を行ったことにより、

財務活動によるキャッシュ・フローは 28億 19百万円の資金減少（前年同期は 20億５百万円の資金減

少）となりました。 

 

以上に加え、新規連結による増加額等を調整した結果、当連結会計年度における現金及び現金同等

物の期末残高は前連結会計年度の期末残高と比べ 15億 66百万円減少し、141億 69百万円となりまし

た。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期 2020年 3月期 

自己資本比率（％） 39.2 38.9 44.5 49.1 

時価ベースの自己資本比率（％） 32.3 38.5 33.6 44.0 

債務償還年数（年） 0.7 0.6 0.5 0.2 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 343.8 226.8 228.7 497.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【訂正後】 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

当連結会計年度におきましては、税金等調整前当期純利益 73億 63百万円を計上したことに加え、

仕入債務や未成工事受入金の増加などにより、営業活動によるキャッシュ・フローは、44 億 61 百万

円の資金増加（前年同期は 47億 81百万円の資金増加）となりました。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

当連結会計年度におきましては、アスファルトプラントの設備更新や事業用不動産の取得などによ

り、投資活動によるキャッシュ・フローは 38億 8百万円の資金減少（前年同期は 17億 77百万円の資

金減少）となりました。 

 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

当連結会計年度におきましては、期末配当金の支払に加え、借入金の一部返済を行ったことにより、

財務活動によるキャッシュ・フローは 29億 19百万円の資金減少（前年同期は 20億５百万円の資金減

少）となりました。 

 

以上に加え、新規連結による増加額等を調整した結果、当連結会計年度における現金及び現金同等

物の期末残高は前連結会計年度の期末残高と比べ 15億 66百万円減少し、141億 69百万円となりまし

た。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期 2020年 3月期 

自己資本比率（％） 39.2 38.9 44.5 49.1 

時価ベースの自己資本比率（％） 32.3 38.5 33.6 44.0 

債務償還年数（年） 0.7 0.6 0.5 0.2 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 343.8 226.8 228.7 500.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



添付資料１２ページ 

   ３．連結財務諸表 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

 

【訂正前】 
           (単位：百万円) 
          前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前当期純利益 4,277 7,363 

 減価償却費 1,290 1,508 

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 △21 

 賞与引当金の増減額（△は減少） 28 173 

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △451 △449 

 受取利息及び受取配当金 △6 △12 

 支払利息 20 8 

 有形固定資産売却損益（△は益） △38 41 

 有形固定資産除却損 24 69 

 減損損失 - 82 

 負ののれん発生益 - △89 

 独占禁止法関連損失引当金の増減額（△は減少） 1,310 △4,346 

 売上債権の増減額（△は増加） 3,702 △864 

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △610 △1,022 

 仕入債務の増減額（△は減少） △3,447 2,046 

 未成工事受入金の増減額（△は減少） △382 1,349 

 未払消費税等の増減額（△は減少） 438 △857 

 未収入金の増減額（△は増加） △18 △132 

 その他 △372 625 

 小計 5,746 5,473 

 利息及び配当金の受取額 6 12 

 利息の支払額 △23 △12 

 法人税等の支払額 △948 △1,042 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,781 4,431 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,935 △3,488 

 有形固定資産の売却による収入 1,344 27 

 貸付金の回収による収入 11 11 

 子会社設立のための支出 △1,130 - 

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収
入（△は支出） 

- △190 

 その他 △67 △237 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,777 △3,878 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 731 99 

 長期借入金の返済による支出 △2,335 △1,731 

 自己株式の取得による支出 △0 △100 

 配当金の支払額 △401 △1,087 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,005 △2,819 

現金及び現金同等物に係る換算差額 - 3 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 997 △2,262 

現金及び現金同等物の期首残高 14,737 15,735 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 696 

現金及び現金同等物の期末残高 15,735 14,169 



【訂正後】 
           (単位：百万円) 
          前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前当期純利益 4,277 7,363 

 減価償却費 1,290 1,508 

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 △21 

 賞与引当金の増減額（△は減少） 28 181 

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △451 △449 

 独占禁止法関連損失引当金戻入額 - △1,448 

 受取利息及び受取配当金 △6 △12 

 支払利息 20 8 

 有形固定資産売却損益（△は益） △38 41 

 有形固定資産除却損 24 69 

 減損損失 - 82 

 負ののれん発生益 - △89 

 独占禁止法関連損失引当金の増減額（△は減少） 1,310 - 

 売上債権の増減額（△は増加） 3,702 △1,029 

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △610 △1,004 

 仕入債務の増減額（△は減少） △3,447 2,047 

 未成工事受入金の増減額（△は減少） △382 1,349 

 未払消費税等の増減額（△は減少） 438 △857 

 未収入金の増減額（△は増加） △18 △132 

 その他 △372 794 

 小計 5,746 8,401 

 利息及び配当金の受取額 6 12 

 利息の支払額 △23 △12 

 法人税等の支払額 △948 △1,042 

 独占禁止法関連支払額 - △2,897 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,781 4,461 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,935 △3,488 

 有形固定資産の売却による収入 1,344 27 

 貸付金の回収による収入 11 11 

 子会社設立のための支出 △1,130 - 

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収
入（△は支出） 

- △190 

 その他 △67 △167 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,777 △3,808 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 731 99 

 長期借入金の返済による支出 △2,335 △1,830 

 自己株式の取得による支出 △0 △100 

 配当金の支払額 △401 △1,087 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,005 △2,919 

現金及び現金同等物に係る換算差額 - 3 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 997 △2,262 

現金及び現金同等物の期首残高 14,737 15,735 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 696 

現金及び現金同等物の期末残高 15,735 14,169 

 

 

以 上 


